
予選走行後、セッティングを変更し決勝に備える。スタートでトップに立つ自信があ

ったのでスターティンググリット上で、どこを通って前に出るかを大木パッセンにイメ

ージを伝える。レッドシグナルブラックアウトでスタート！

他車のスタートより明らかにタイミング良くダッシュが決まり！イメージどうり前の2台をパス

しホールショットを奪う。コースは完全にドライなのでブレーキングもコーナリングもハードに攻めて

いける。スタ－ト直後からペースを上げてラップを重ねていく。と同時に夏場の暑いレースは激しく

体力を消耗していく。予選とは異なるハイペース走行に大木パッセンも頑張って対応してくれてい

る。後続の2番手荒木/山中組は二人のコンビも長くこのサーキットも熟知しているので、徐々に差

を詰めて迫って来る。3～4ラップ目になると大木パッセンの動きにタイミングのずれが生じ始める。�

やはり暑さで体力を消耗し始めたか想定外の箇所で大きくマシンが浮きラインを外す。2位の荒木／

山中組にパスされ2位に後退するが、直後に着け挽回のチャンスをうかがい、トップを奪いかえす。

その後しばらくトップを入れ替えを続けながらのバトルを展開。結果2,28秒差で私たちが優勝。

決　　　勝

次回レースは9/7　富士スピードウェイ　「MCFAJクラブマンロードレース3」です。岡山戦はエントリーが少なく残念

でしたが、次回富士に繋がる結果が得られましたので、終盤戦に向け頑張ります。今後ともよろしくお願いいたします。

岡山国際サーキット主催者側からの要

請で、各カテゴリーの代表マシンによ

るデモラン走行。

サイドカーにはレースを取材に来た各

雑誌記者を乗せて走行しました。

川口オートレースラウンドガール・古沢あかねさんを乗せ選手入場の先導車を勤

めさせていただきました。走行の模様はケーブルTVでもライブ放映。走行後は

TVインタビューも受け、サイドカーレースをアピール。マシンはライジングサ

ンレーシングのF2マシンと一緒にコースサイドに展示しました。

これは群馬県榛名サーキットで、開催されるレーシングサ

イドカーF4クラスのレースを主催する、川口オートレース

所属の元GPワークスライダー青木治親選手の父君から

の企画。オートレーサーが入場する際の先導車としてJRSA

からABEZ号とマン島渡辺号が参加。ABEZ号がラウンドガ

ール・渡辺号がレースのラウンドフラッグを掲げてコースイ

ン。レースのインタ－バル時にはオーバルコースを2台

でデモランで周回。通常ではあり得ないシチュエーショ

ンは大いに注目を集めました。

08.7.23　 川口オートレースにてマシン展示と
ラウンドガールを乗せ、選手の先導走行


